
144　 被　 服 〔(杜) 日本 家政 学 会

B 107 歌境。新水流浪擢機の洗浄勧界iこ聞すI 詞乳 く系1報)洗濯各量と表袴如栗
丈化irK 衣貳　○大熊島津yエ　小滞節3･　高橋縁^･　i 橋明良　林･雅ま

旦鮑　 盗昇.  全 自如清僧榛 の奄及｡と併ｔ て、各 メーカーが独自に開発 しμ回転翼 により 、

そ木ぞ れ特義・ あ る新本 琉洗 濯機 を工 大し、洗濯各量 を入 型化 し て、徒 オ 力の向よ ととも

に、被洗 物の損 傷鳥 化 乞最小限 にしうる こと、使 用汰・ 簡 易さ などを宣 伝i  てい る が、呆

re I てどの程 衆。桂 能 。fa]上 が‘あ るヵヽ ぷ疑間 で、消 費羞肆4 ド､ ■-
■fi I

する検 討の･官乎 が啼 感

さ れる。本研究 では、教種 の新 水 流電 気洗 濯機につ い て、とくtこ表浄如 果の面を中･v:; こ引

s 推 尊洗濯機 と比較 検討 しt'-。

左丞 試験用飛濯機s 雅 二糟式6 種、全自動Z 趨)を取り上りへ それやれ・ 標律ｺｰ 人によ

る洗浄力乞jis 推埠洗濯機と比較 け こ。衰浄奮件ば7 ＼S C哺o6 ､こ導c･μ｡ 即ちうう依々ぱ油
化協活標 準人工 巧乗布 を使 用し. 洗濯物ば形状の 異 なる->ーヽ ｿ、ｼ 。ヽ ｿ、 吋 貼) ンヽ刀十 を用い、

銃 剤 はSLS 20 %,  Na2C)3 5剛Na2S( 肩E)% ，STPP25 χ ・ 配洽 洗剤 を濃度0  , 0.2 % とし て用いμ。

低浚。遺 度30！ Z'C, 硲此､よ洗 濯機 ごい 水-|-を一良､こし 、メーカー側 が@ 安5:  I て表示L

てい る低洽it ぞグ)洗濯物の8 割 を最低差 比( 川3～15) とし･* らにト20 ，1:25,     1:3Oの十種

仙o 分間既 侍を行い, 原^ 々 ならび に洗 浄前夜。)反射率 ヵヽ ら洗浄 如奪t  求め瓦 較液 討L  re。

綿果 庫 準 洗耀機 め場合, 洗剤 色合よ な い系 機械 作用 のみの寄 手 と考 え る｡) ぞ ば、洸舜

如率 は潜北 川5 ．低 落比 で最 も低く 、 ＼:1OX 最 もあ い傾 向 ヒな。rこ。練剤 を奮 む系 ぞi^ 、

蕩児 の増大 とともiこ洗浄効李 がよ 昇 し. 銃到 の効果 が大 きくあ ら才)才tた。 こ才 ら̂ ぼ木表 の

贋 なる各種・ 洗耀痍 にお いても散 値､c 知 ぷあ る が、同様 の婦 伺の もの が^a < 見 ら才^Tて・
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目的　 剔 報 ぞ取･は ヽf k 教鐘・ 敷水流洗擢概の洗濯試験を通L  て、メ-ヵ一側の示し尺

各概種の柱能、使用方砥等に対 し、それぞ賊ｸ 黛 作よ(n 特徴･ 問題点､署 名「便､､ヽ や?  さ」
を申･いこ比較旅討 しre。

方池　 条洗濯擲にフいて使用方璃の表示。栗やすさ,   スイ 　ッヤ などの使いやすさ、皮耀

各量指糸 の迪切さ(  洗濯物。動きk 洗浄効果、洗冲､ﾀ際<r> 私ﾀ）≫ヽ らみっ き、J: じ≒れなY) 、

排水‘ 歌水柱罷'c操 作。し？^  さ, ニ糟式 における浪濯槽k  脱水槽の大きさとの関係、付

属品（ 凛iﾖ剤・柔軟剤・ 諭入口など）・ 有毎陛、坑雍全行程の埓奪時間t の庫ね合 い、等

を第I 報。洗僧衆験 を通して、芙験棄∫ゐ が毛-  タ- となリ評価考蔡 しμ。

披丞　 一報 にマイコン表示によ る行程iL しワト庫作ぼ、-If か れば従来 のものより客易 ぞ

あるが`、奔種によ-. てぽ操作久イ'/ナめ位置. 配置、礼です;  ̂に池坑を腐ず%  ものもある。

説明^  て強調されていろような新水流の特長 は、伍毎比 でば発揮されず, いr 必も十なく

とも1:20 程蔑ば･ま専 であ る。こ;れは第1 報､ヵ洗浄効率､こも反映? れている。i: い こニ槽

式 でば、低浴瓦で`現濯物のﾀｦい場合、浪遭謹して比ぺて脱水柏 の各i めl、さt< 尺め‥押し込

み康作や取り鉱し碓作な ‥  ̂<X  にお｡ヽて童労知となる。ニ柏式 ぱ布地 やよご≒れの程泉な

どによる行程のきめ細 む`な選双？浹遭潅E  蝉り返し使用できるなどの剥が､があ るが、X 型

礼のメ 自トソト･ぶ、梗 い易きダ）ゑ､で全自如 が優位であ^｡


